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   A 71-year-old female was seen initially with the complaint of gross hematuria. Cystoscopic 
examination revealed non-papillary tumor at the dome of the bladder and a transurethral biopsy 
showed signet ring cell carcinoma. En bloc segmental resection was performed, and the patient 
has been well without any evidence of progression. 
   We report a case, which we believe to be the 6th in Japan, of signet ring cell carcinoma of the 
urachus. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 633-635, 1991)

















72/分整.眼 瞼結膜,眼 球結膜に貧血,黄 疸を認めず
腹部触診上,腫瘤は触知 しえなかった.
入院時検査所見:尿 所見は比重1,020潜血(樺),蛋
白(±),糖(一).尿 沈 渣 は,赤 血 球 多 数11視 野,
白血 球 多 数/1視 野,細 菌(惜).尿 細 菌 培 養 に て
Enterococcussp.を107/ml検出 した.尿 細 胞 診 で
はclassIIであ った.
血 液 検 査 で は 赤血 球414×104/mm3,白血 球3,100/
mm3,血色 素8.lg/d1,ヘマ トク リ ッ トzs.o%,血小
板14.7x104/mm3,血液 像 で は桿 状 球2%,分 葉 球49
%,単 球10%,リ ンパ球37%,好 酸球0%,好 塩 基 球
1%で あ った.
血 液 生 化 学 検 査 で は ア ル ブ ミ ン3.4g/dl総蛋 白6.O
g!dl,血中BMG2.Iug/ml,尿 中BMG145ug/dl,
腫 蕩 マ ー カ ーはcEA2.3ng/ml,CA19-97u/ml以
下 で あ り,ほ か に 異 常 値 は 認 め られ なか った.
x線 学 的 検 査 では,胸 部 単純 写 真 で異 常 を 認 め ず,
腹 部 単 純 写 真 で 骨:r.内 に石 灰化 を 認 め た(Fig.1)・
IVPで は 上 部尿 路 に 異 常 所 見 は 認 め られ な か っ た.
CTで は,膀 胱 頂 部 よ り膀 胱 腔 内お よび 膀 胱 外 に突 出
し内部 に 石 灰 化 を と もな う3×3×3cmの 結 節 性 腫 瘤
像 を認 め た が,正 中謄 索 との連 続 性 は 画 像 診 断 上不 明
瞭 で あ った(Fig.2).
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(Fig.4).以上より尿膜管由来 印環細胞癌 と診 断し
た.
後療法としては,患 者および家族の強い希望により




印環細胞癌は膠様腺癌 とと もに腺 癌の特 異型 であ
り,低分化型腺癌に属する.主に胃や腸管に発生する










鈴木,ほ か1尿膜管癌 ・印環細胞癌 635
Tablel.本邦尿膜管由来印環細胞癌症例
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